
秩父市農業委員会 令和５年 第３回 定例総会 議事録 

 

１　開会閉会の日時及び場所 

（１）開会日時　令和５年３月２２日（水）　　午後２時００分 

（２）閉会日時　令和５年３月２２日（水）　　午後３時５５分 

（３）場　　　所　秩父市役所　歴史文化伝承館　２階ホール 

　 

２　会議を組織する委員の定数 

　（１）定員数　２７名（農業委員１３名、農地利用最適化推進委員１４名） 

　（２）現在数　２７名（農業委員１３名、農地利用最適化推進委員１４名） 

 

３　出欠席の状況及びその氏名　 

出席数　２５名（農業委員１２名、農地利用最適化推進委員１３名） 

 

　　◎印　農業委員会長　　○印　会長職務代理者　●印　議事録署名人 

　　－印は新型コロナ感染予防対策のため出席を求めなかった農地利用適正化推進委員 

 
農業委員 農地利用最適化推進委員

 議席

番号
農業委員氏名

出席 

状況

議事録 

署名人
地区 推進委委員氏名

出欠 

状況

 １番 ◎粂　　　東　男 出席 第１

区域

吉　川　　稔　 出席

 ２番 上　井　克　彦 出席 松　澤　眞　一 出席

 ３番 ○長谷川　　満　 出席 第２

区域

倉　林　幸　男 出席

 ４番 加　藤　勝　市 出席 大久保　　勝 出席

 ５番 笠　原　倍　吉 出席 第３

区域

田　口　俊　夫 出席

 ６番 彦久保　利　平 出席 ● 小久保　健　司 欠席

 ７番 ○横　田　　友　 出席 ● 第４

区域

齊　藤　　稔　 出席

 ８番 黒　澤　昌　治 出席 富　田　典　孝 欠席

 ９番 青　野　孝　司 出席

第５

区域

新　井　明　弘 出席

 10 番 新　田　恭　一 出席 木　村　初　枝 出席

 11 番 長　島　秀　明 出席 髙　田　忠　一 出席

 12 番 豊　田　恵　男 出席 新　舟　文　男 出席

 13 番 設　樂　治　男 出席 第６

区域

千　島　初　夫 欠席

 木　村　雄　一 出席



４　議事日程 

日程第１　　開会・開議 

日程第２　　議事日程の報告 

日程第３　　総会成立の報告 

日程第４　　議事録署名委員の指名 

日程第５　　諸報告 

日程第６　　審議議案の報告 

日程第７　　議案審議 

 
 
議案第　７号　農地の権利取得に係る下限面積の別段面積の廃止について（　１件） 
議案第　８号　農地法第３条の規定による許可申請について　　　　　　（　１件） 
議案第　９号　農地法第４条の規定による許可申請について　　　　　　（　２件） 
議案第１０号　農地法第５条の規定による許可申請について　　　　　　（　３件） 
議案第１１号　農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請について（　１件） 
議案第１２号　農用地利用集積計画の決定について　　　　　　　　　　（　１件） 
議案第１３号　農用地利用配分計画の意見について　　　　　　　　　　（　１件） 
議案第１４号　農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　１件） 

 
 

日程第８　　閉 議 ・ 閉 会 

 

 

５　農業委員会事務局職員　　 　 　　　　 　　 

 

 

 

 

 

 

 
職　名 氏　　名 備考 職　名 氏　　名 備考

 
事務局長 川　上　　貴 主席主幹 小　嶋　祥　弘 書記

 参　　与 宮　前　房　男 主 　 事 川　上　僚　太 書記

 主　　幹 千　島　　修 主　　査 笠　原　信　之

 主 事 補 見　澤　俊　亮



６　会議の概要 

日程第１　　開会・開議 

議長（粂東男会長）　ただいまから、秩父市農業委員会  令和５年第３回定例総会を開会いたしま

す。 これより、本日の会議を開きます。 

 

 

日程第２　　議事日程の報告 

議長（粂東男会長）　まず、議事日程につきましては、印刷の上、お手許に配付いたしましたので、

ご了承願います。 

 

 

日程第３　　総会成立の報告 

議長（粂東男会長）　はじめに、本日の総会の委員の出席者数につきまして事務局より報告をお願

いします。 

川上事務局長　本日の出席は、農業委員は、１３名中１３名、農地利用最適化推進委員は、１４名中　

１１名です。 

議長（粂東男会長）事務局より報告がありましたとおり、農業委員の過半数が出席しておりますの

で、農業委員会等に関する法律 第２７条第３項の規定により、本日の総会は成立しております。 

 

 

日程第４　　議事録署名委員の指名 

議長（粂東男会長）　次に、議事録署名委員の指名についてですが、議長において指名することに異

議はありませんか。 

　　　（「異議なし」と言う人あり） 

議長（粂東男会長）　異議なしと認めます。 よって、議長において指名いたします。６番 彦久保　

利平委員 及び ７番　横田　友　委員、以上、お二人にお願いいたします。 なお、本日の会議

書記には、事務局職員の小嶋主席主幹及び川上主事を指名いたします。 

 

 

日程第５　　諸報告 

議長（粂東男会長）　次に、諸報告でございますが、前回総会以降に  処理した案件はございませ

ん。 
 

日程第６　　審議議案の報告 

議長（粂東男会長）　次に本日、審議していただく議案について、事務局長に報告をいたさせます。 

川上事務局長　 
【議案説明】議案を報告する前に、議案書の訂正をお願いいたします。 

議案書 4 ページ　 議案第 10 号　番号２と３　の申請事由の欄　それぞれに追認の追記をお

願いいたします。また議案書 5 ページ議案第 11 号請事由の欄に追認の追記をお願いいたしま

す。 
　本日、ご審議頂く議案でございますが 
　議案第　７号　農地の権利取得に係る下限面積の別段面積の廃止について　が１件 

議案第　８号　農地法第３条の規定による許可申請について　　　　　　が１件 
議案第　９号　農地法第４条の規定による許可申請について　　　　　　が２件 
議案第１０号　農地法第５条の規定による許可申請について　　　　　　が３件 



議案第１１号　農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請について　が１件 
議案第１２号　農用地利用集積計画の決定について　が１件 
議案第１３号　農用地利用配分計画の意見について　が１件 
議案第１４号　農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について　が１件 
以上でございます。 よろしくお願いします。 

 
日程第７　　 

議案審議 議案第７号「農地の権利取得に係る下限面積の別段面積の廃止」について（１件） 

議長（粂東男会長）　次に、議案第７号「農地の権利取得に係る下限面積の別段面積の廃止につい

て」を議題といたします。事務局より議案の説明をいたさせます。 

事務局（川上事務局長）私から議案第７号について説明します。 
議案第７号について説明させていただきます。 

　　　前もってお配りさせて頂きました資料、「事務連絡令和 4 年 12 月 16 日付け農地法改正に伴う下限面

積要件の廃止に係る留意事項について」と併せて説明させていただきます。これは農地法改正について

農業経営基盤法強化促進法の一部を改正する法律の規定に伴い改正前の農地法第３条第 2 項第 5 号

の規定が削除される事となります。いわゆる下限面積が廃止されることとなるものです。秩父市農業委員

会では、下限面積について公示しておりますが、法律の改正に伴い効力が失われることとなり、農地の権

利取得者から誤解を招くことの無いよう、別段の面積を廃止する公示を行いたく、皆様にご審議をお願い

するものでございます。 

議長（粂東男会長）　 はい。事務局の説明がおわりました。これより議案に対する質疑に入ります。 

あわせて、議案に対する意見を伺います。 

議長（粂東男会長）　 いかがでしょうか。意見、質疑はございませんか。 

13 番設樂治男委員　　下限面積の廃止ということですが、農地法 3条の要件を満たせば、面積に関

係なく農地を取得できるということでよろしいのでしょうか。 

事務局（川上事務局長）設樂委員さん、お話のとおり新たな農業経営のため農地を取得するための 

　面積について制限が無くなるということでございます。 

議長（粂東男会長）ほかに何かございますでしょうか。法律による下限面積の廃止ということです

のでご理解を頂きたいと思います。 

議長（粂東男会長）他に質疑ございませんか、質疑無しと認めます。質疑を終結してよろしいでし

ょまうか。以上で、質疑を終結いたします。これより、採決をいたします。議案第７号「農地の権

利取得に係る下限面積の別段面積の廃止について」賛成をする諸君の挙手を求めます。 

（挙手を確認する） 

議長（粂東男会長）　全員が賛成であります。よって、本案は、原案のとおりすることに決しまし 

た。ありがとうございました。 

 

議案第８号上程   農地法第３条の規定による許可申請について（１件） 

議長（粂東男会長）　次に、議案第８号「農地法第３条の規定による許可について」を議題といたし

ます。この案件は申請代理人を 1４番設樂治男委員が務めております。従いまして議事参与の案

件となりますので設樂委員におかれましては退席をお願いいたします。　・・設樂委員退席・・　　　　　

事務局に議案の説明をいたさせます。 



 
 
事務局（川上主事）。番号１とについて説明します。譲受人、譲渡人、土地の所在、契約内容等は、

議案書記載のとおりです。申請地は、・・字・・・畑〇筆　〇〇㎡で申請地は令和〇年に相続によ

り取得した土地です。案内図をご覧ください。申請地は、・・・から北東に約〇〇ｍ離れた場所に

位置しています。譲受人は申請地付近に居住しており、このたび、当地を耕作する意思もないこ

とから土地を手放したいと考えている譲渡人との間に農地の譲渡しの話がまとまり、申請に至り

ました。申請の目的は農業経営規模の拡大です。 
農作業歴は５３年で、農作業従事者は常時１名、臨時３０名を予定しています。また、農機具は耕

うん機（3 台）、トラクター（3 台）、掘 取 機（3 台）、軽トラ（2 台）を所有しています。 
ほりとりき

現在の農地所有面積は太田地内に自作地が畑〇〇〇㎡で、貸付地が〇〇〇㎡で内訳は田が〇〇

〇㎡、畑が〇〇〇㎡で〇〇地内の下限面積要件２０ａを満たしております。なお、先述の農地とは

別に譲受人が所有する農地に建物が建っています。この建物は農業用施設であるため、後ほど農

業用施設の届出が提出される予定になっています。また、今回の申請には、届出を提出をする旨を

記載した確約書が添付されております。作付計画ではこんにゃくを栽培する予定になっています。 
現地を確認しましたところ、申請地は保全管理の状態として利用されておりました。 

議長（粂 東男会長） 事務局の説明が終わりました。続きまして、担当委員及び担当農地利用最適化 

推進委員の意見を伺います。 

５番 黒澤　昌治委員　８番黒澤です。只今、事務局より説明のあったとおりでございます。先日、

事務局、富田推進委員と現地を確認したところ保全管理状況となっておりました。特に問題は

無いと思いますが、本日富田推進委員が欠席となっております。以上ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

議長（粂東男会長）　 ありがとうございました。以上が、担当委員の意見でした。 これより議案に

対する質疑に入ります。 あわせて、議案に対する意見を伺います。 

議長（粂東男会長）質疑、ご意見ありませんか。質疑等なしと認めます。以上で、質疑を終結いた 

します。お諮りいたします。議案第８号について賛成をする諸君の挙手を求めます。 

（挙手を確認する） 

議長（粂東男会長）全員が賛成であります。よって、本案は、申請のとおり、許可を相当とすること

に決しました。13 番設樂委員におかれましては席にお戻りいただくようお願いいたします。 

　　 

事務局（川上事務局長）議案第 7 号について補足説明をさせていただきます。別段の面積の廃止で

ございますが、本年度末を以って廃止でございます。よろしくお願いいたします。 

 

 

議案第９号上程　農地法第４条の規定による許可申請について　　（２件） 

議長（粂東男会長）次に、議案第９号「農地法第４条の規定による許可申請について」を議題といた

します。事務局に議案の説明をいたさせます。 

 



事務局（川上主事）私からは番号１について説明します。 
申請者、土地の所在等は、議案書記載のとおりです。申請地は　・・・・　畑〇筆〇〇〇㎡で、

平成〇〇年に相続により取得した土地です。案内図をご覧ください。申請地は・・・から東南東に

約〇〇ｍ離れた場所にあり、立地の基準につきましては、市街地化の傾向が著しい区域にある農

地として第３種農地と判断しました。転用目的は集合住宅の建設です。申請事由ですが、申請者は

高齢により、今後農地として土地を管理していくことが難しいため、生活環境が整っており利便

性もある当申請地に・・・を建築したいとして申請されました。計画では、申請地上に・・・１棟

を建築する予定です。資金計画も整っており、また、隣接には農地がなく、周囲の営農状況に支障

が生じることはないものと考えられます。現地を確認しましたところ、保全管理の状態となって

いました。 
説明は以上です。 

事務局（宮前参与）私からは、番号 2について説明いたします。 

　　申請者、施設の概要等は議案書記載のとおりです。案内図をご覧ください。申請地は・・字・・

〇〇番〇　畑〇筆　〇〇〇㎡　・・・・の北〇〇ｍ付近に位置し、平成〇〇年〇月に相続により取

得した土地になります。立地の基準につきましては市街化に介在する農地として第 3種農地と判

断いたしました。転用の目的は〇〇の建設です。申請事由ですが申請者は高齢となり、農地とし

て維持管理していくことが難しくなり安定した賃貸収入を得るため、〇〇を建築するものです。

隣接地に農地は無く、資金計画も整っております。なお申請地は、埋蔵文化財包蔵地〇〇・・・内

に該当するため文化財保護法第 93 条第 1項の規定により、秩父市文化財保護課が埋蔵文化財確認

のための調査を〇月〇日実施し、埋蔵文化財は確認されませんでしたので開発に伴う記録・保存

調査の必要は無いとの事です。また開発行為が 1,000 ㎡以上となるので秩父市開発行為に関する

指導要綱に基づく事業計画事前協議の申し出に係る手続きが必要となっておりまして、現在手続

き中でございます。現地を確認したところ保全管理されている農地でした。説明は以上です。 

議長（粂東男会長）　事務局の説明が終わりました。続きまして、担当委員の意見を伺います。 

４番 加藤　勝市委員　４番加藤です。議案第９号番号 1について意見を申し上げます。 

　　事務局からただ今説明の有りましたとおり、周囲の宅地化の状況、3種農地、必要書類が整って 

いるとのことでありますので、やむを得ないと現地確認をしてまいりました。よろしくご審議を 

お願いいたします。 

３番 長谷川　満委員　３番長谷川です。２番の案件について説明いたします。詳細は事務局説明の 

とおりです。この土地は・・・に面する〇〇㎡を超える大きな土地です。よく整備され 

　日当たりも良く、雑草も生えていない保全管理されている農地ですが共同住宅を建設するとの 

ことです。ただ土地所有者が高齢であり、近隣の宅地化も進んでいるのでやむを得ないと思われ 

ます。以上ご審議をお願いいたします。 

議長（粂東男会長）　 ありがとうございました。以上が、担当委員の意見でした。 これより議案に 

対する質疑に入ります。 あわせて、議案に対する意見を伺います。議案第 9号 1番、2番いかが

でしょうか。 

　　・・・無しの声あり・・・ 

 



議長（粂東男会長）ほかに質疑、意見等ございませんか。質疑なしと認めます。以上で、質疑を終 

結いたします。これより、採決をいたします。議案第９号について賛成をする諸君の挙手を求め

ます。 

（挙手を確認する） 

議長（粂東男会長）　全員が賛成であります。よって、本案は、申請のとおり、許可を相当とするこ 

とに決しました。 

 

 

議案第１０号上程　農地法第５条の規定による許可申請について　　（３件） 

議長（粂東男会長）次に、議案第 10 号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題とい 

たします。事務局に議案の説明をいたさせます。 

事務局（宮前参与）議案書 4ページをお開きください。私からは、番号１について説明いたします。 

　譲受人、譲渡人、施設の概要、契約書の内容は議案書記載のとおりです。案内図をご覧ください。 

申請地は・・・字・・　〇〇番　畑　〇筆　〇〇〇㎡　・・・・北北西〇〇ｍ付近に位置している 

土地で譲渡人が令和〇年〇月に相続により取得した土地でございます。立地の基準に付きまして 

は市街化に介在する農地として第 3種農地と判断いたしました。転用目的は・・・の建築で 

す。申請事由ですが譲受人は現在、借家住まいで親の住まいに近接した親の土地を使用貸借して、

住宅を建築し、移住するものです。申請地は・・・より約〇〇ｍ高い土地であり、親所有の道路敷

地を一体利用する計画となります。道路敷地の延長部分の申請地には幹線道路内の下水道放管に

接続する形で汚水桝の設置及び砂利が敷いてあるため譲渡人からは始末書の提出がございます。

資金計画は整っており隣接地に農地はございません。現地を確認したところ保全管理されている

畑でした。説明は以上です。 

事務局（小嶋主席主幹）私からは番号２及び３について説明いたします。 

番号２について説明いたします。譲受人、譲渡人、土地の所在、契約の内容等は、議案書記載の

とおりです。申請地は・・・字・・　畑〇筆　〇〇㎡で、昭和〇〇年に相続により取得した土地で

す。案内図をご覧ください。申請地は・・・・から北に〇〇〇ｍ離れた場所にあり、立地の基準に

つきましては中山間地に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の農地として、第２

種農地と判断いたしました。転用目的は自己用住宅用地の拡張です。申請事由ですが、譲受人は申

請地について先代の昭和〇〇年〇月頃から宅地との一体利用をしており、先代の時に土地交換に

より取得し手続きが完了していたと思っていたところ、測量調査により土地交換手続きがなされ

ておらず、申請地が農地であることが判明しました。そのため、現在宅地と一体利用され住宅及び

物置が建築されており、今後も使用していきたいとして申請されました。一体利用面積は宅地〇

筆との合計で〇〇〇㎡となります。なお、交換対象地の地目は宅地となっており、現在は進入路と

して使用しております。土地の交換による取得となるため、資金は発生しないとのことです。な

お、〇〇年近く現況の状況であることから、本申請地に隣接する農地所有者からの承諾書の添付

はありませんでした。現地を確認しましたところ、申請地は宅地と一体利用されており、住宅１棟

が建築されておりました。 
つづきまして、番号３について説明いたします。 

譲受人、譲渡人、土地の所在、契約内容等は、議案書記載のとおりです。申請地は・・・字 



・・・畑　〇筆〇〇㎡で、昭和〇〇年に相続により取得した土地です。 
案内図をご覧ください。申請地は・・・・から北北東に〇〇〇ｍ離れた場所にあり、立地の基準

につきましては、中山間地に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の農地として、

第２種農地と判断いたしました。転用目的は道路です。申請事由ですが、申請地は〇〇年以上前か

ら道路敷として利用しており、隣接地の土地所有者も以前から使用していたとのことです。周辺

の土地測量調査をしたところ、申請地である現況の道路敷が公図上の道路敷でないことが判明し

ました。公図上の道路敷は市道との間に６０センチ程度の石積があり、現況は畑となっており是

正することも困難であるため、譲渡人である秩父市道路管理課及び用地課と協議し、現公道を廃

道とし、申請地を廃道と交換し認定外道路とするために転用したいとして申請されました。秩父

市用地課への公共物用途廃止申請及び不用道路敷地等交換申請書は提出受理されております。計

画の内容としては、幅２m の公道として使用する計画となっております。隣接の農地所有者から

の承諾書が添付されております。交換による移転のため、あらたな資金は発生しない計画となっ

ております。現地を確認したところ、道路状態となっておりました。説明は以上です。 
議長（粂東男会長）　事務局の説明が終わりました。続きまして、担当委員の意見を伺います。 
３番 長谷川　満委員 ３番長谷川です。議案第 10 号 1 番の案件です。詳細は事務局説明のとおりで 

す。地権者は案内図では右側の土地に居住しております。実情は・・が家を建てるということで、

親の面倒を見るので親の土地を借りるものです。農地として、柿が 4～5本、ネギが少し植えてあ

り自己用ということでした。保全管理に近い状態でした。将来は・さんが残った農地で耕作をして

もらえば良いと思います。以上ご審議をお願いします。 

９番 青野　孝司委員　９番青野です。番号 2と番号 3について意見を申し上げます。いずれも概要 

は事務局説明のとおりです。番号 2は追認案件ですので始末書も添付されておりやむを得ないと 

思います。番号 3についてですが、当該農地は〇〇年以上前から道路敷として使用していたとの

事 

です。今回この道路敷が公図上の道路敷では無いことが判明したため、秩父市と協議し交換に至 

ったとの事です。こちらもやむを得ないと感じました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議長（粂東男会長）ありがとうございました。以上が、担当委員の意見でした。 これより議案に 

対する質疑に入ります。 

2 番上井克彦委員　2番上井です。市が道路を造るのに、農業委員会の許可が必要となるのでしょう 

か。 

事務局（小嶋主席主幹）案内図をご覧ください。現状道路となっているところが農地。公図上で道路 

（赤道）となっているところが畑です。譲渡人は市の担当課と協議し、今回の申請に至ったもの

です。市が主導で行う場合は土地収用法などで、農業委員会に諮る案件ではございませんが、譲渡

人の申請で交換を行うものなので、埼玉県にも確認したところ農地法の適用を受け今回の申請と

なりました。 

2 番上井克彦委員　よく解りません。市が（主導で）行うべきなのでは。なぜ譲渡人が申請なのが理

解出来ない。 

事務局（小嶋主席主幹）市が主導ではなく、譲渡人主導の案件でございます。道路を過去から畑とし

て耕作しており、農地を近隣住民も道路として使用しており、将来も道路として使用したいと



の事から、今回整理をしておきたい。現状の農地に道路があり、今後道路としてしまうと効率的

な耕作も出来ないことから市と相談し交換ということになったので、今回の申請となったもの

でございます。 

　・・・休憩・・・ 

　　１３番設樂委員より、私道としての通行権、公衆用道路としての通行権について説明あり。 

　　議事再開 

9 番青野 孝司委員　申請地は長年道路として使用され、申請者も道路と思い込んでいた。また赤道 

を畑と思い込んで耕作をしていた。今回測量した結果、誤りを見つけたので申請に至ったもので 

す。色々と勘案し、申請者が手続き、申し出を行っているような状況です。 

議長（粂東男会長）如何でしょうか。ほかに質疑、意見等ございませんか。質疑なしと認めます。 

以上で、質疑を終結いたします。これより、採決をいたします。議案第 10 号について賛成をする 

諸君の挙手を求めます。 

（挙手を確認する） 

議長（粂東男会長）　全員が賛成であります。よって、本案は、申請のとおり、許可を相当とするこ 

とに決しました。 

 

 

議案第１1号上程　農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請について　　（１件） 

議長（粂東男会長）次に、議案第 11 号「農地法第５条の規定による許可後の計画変更申請について」 

を議題といたします。事務局に議案の説明をいたさせます。 

事務局（川上事務局長）議案第 11 号について説明いたします。 
譲受人、譲渡人、土地の所在、契約の内容等は、議案書記載のとおりです。本案件は令和４年３

月の総会で、ご承認を頂いた案件でございますが、今回追認で、一時転用期間の延長をするもので

ございます。申請地は、・・・・畑〇筆　〇〇㎡で、昭和〇〇年に相続で取得した土地です。案内

図をご覧ください。申請地は、・・・・の北西約〇〇メートル付近にあります。なお当申請地は、

令和２年第１回総会において、・・・・として、別の譲受人が５条申請をして、審議され、許可を

受けたのち、コロナ禍の影響を受け、事業実施が困難となり。取り消し申請をされた経緯がござい

ます。受人は、隣接地で自動車の販売、仲介、斡旋、修理等の事業を行っておりますが、反対側の

土地、・・・〇〇番１、〇〇番の畑を令和４年９月の総会において５条申請により権利移転の承認

を受けておりますが、書類の不備などから、許可権者であります埼玉県より転用許可が下りてい

ないことから指導があ　 
り、今回の変更申請となったものでございます回の延長に伴う資金調達計画は整っており、隣接

農地は譲渡人のみで、周辺農地への影響は特にないと思われます。以上ご審議をお願いいたしま

す。 
議長（粂東男会長）　事務局の説明が終わりました。続きまして、担当委員の意見を伺います。 

１２番豊田　恵男委員　12 番豊田です。現地は事務局説明のとおりです。農地転用手続きに時間を 

要しており、やむを得ないと考えます。ご審議よろしくお願いいたします。 

議長（粂東男会長）ありがとうございました。以上が、担当委員の意見でした。 これより議案に 

対する質疑に入ります。併せて議案に対する意見を伺います。 



 

４番加藤　勝市委員　４番加藤です。5条申請において許可を得ているが、書類不備により転用出来　　 

　　ず、今使用している一時転用地の延長を行いたい。そういう理解でよろしいのでしょうか。 

事務局（川上事務局長）はい。そのとおりです。 

・・・休憩・・・（14 時 59 分～15時 30 分） 

　　コロナ禍により書類が整わないことから、転用が遅れていること。 

　　2 区倉林農地利用最適化推進委員から、農地法に違反する案件があり、是正措置について各委

員、推進委員で意見交換がされた。この意見交換を基に議事を再開。 

議長（粂東男会長）休憩前に戻りまして議案第 11 号について審議を再開いたします。 

事務局（川上事務局長）前回の一時転用申請の時に、砂利が敷かれており始末書が添付されており 

ましたので、今回は期日を設け、是正を行う確約書を提出させたいと考えております。 

議長（粂東男会長）事務局長説明のとおり、条件を付した確約書を提出させるということでよろし 

いでしょうか。第 11号については条件付きで許可をすることでよろしいでしょうか。 

　　議案第 11 号についてお諮りいたします。賛成をする諸君の挙手を求めます。 

議長（粂東男会長）　賛成多数であります。よって、本案は、条件付きで申請のとおり、許可を相 

当とすることに決しました。 

 

 

議案第１２号農用地利用集積計画の決定について 

議長（粂東男会長）議案第 12 号「農用地利用集積計画の決定について」を議題といたします。 

　事務局に議案の説明をいたさせます。 
事務局（川上主事）番号１について説明をいたします。本案につきましては、農業経営基盤強化促進 
法第１８条第１項の規定により秩父市が農用地利用集積計画を定めるにあたり、令和５年３月９ 
日付けで、秩父市長からの依頼により、当委員会の決定が求められているものです。それでは、計 
画の内容を申し上げます。本案は、農地中間管理事業により、農地を所有する者から農地を貸した 
い旨の申し出を受けて、埼玉県が農地中間管理機構に指定しております、公益社団法人 埼玉県農 
林公社が利用権の設定を受けるものです。貸付けに係る土地については議案書をご覧ください。 
申請地は、・・・・・　畑　〇筆　計　〇〇〇㎡です。土地の所在につきましては、案内図をご覧

ください。申請地は、・・から北東に約〇〇ｍ付近にある農地です。利用権を設定する期間は、 
令和５年６月１日から５年間です。申請地については、農地中間管理事業で、平成 30 年から令和 
10 年まで利用権が設定されておりましたが、土地の所有者が変更になったため、改めて貸し付け 
を行うものです。本案につきまして決定をしていただいた後には、同公社が農地を貸し付けるこ 
とになりますので、続く議案にて農用地利用配分計画を決定することになります。なお、現地を確 
認いたしましたところ、現地は耕作されている状況でした。説明は以上です。 

議長（粂 東男会長） 事務局の説明が終わりました。続きまして、担当委員及び担当農地利用最適化 

推進委員の意見を伺います。 

13 番設樂 治男委員　13 番設樂です。議案第 12号について説明いたします。本件は貸付人が農地と 

して贈与を受けた土地について、中間管理機構に貸付けを行うもので問題は無いと思います。 

　　ご審議よろしくお願いいたします。 



4 区齊藤 稔農地利用最適化推進委員　4区推進委員の齊藤です。3月 16 日に現地確認を実施しまし 

た。現地は、小麦等が栽培されておりまして特に問題は無いと思います。ご審議よろしくお願いい 

たします。 

議長（粂東男会長）　ありがとうございました。以上が、担当委員及び担当推進委員の意見でした。 

これより、議案に対する質疑に入ります。あわせて、議案に対する意見を伺います。 

議長（粂東男会長）　質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 お諮りいたしま 

す。 議案１２号について、市長からの申し出のとおり、決定することに賛成をする諸君の挙手を 

求めます。 

議長（粂東男会長）　全員が賛成であります。よって、本案はそのように決することといたしまし

た。 

 

 

議案第１３号農用地利用配分計画の意見について 

議長（粂東男会長）議案第１３号農用地利用配分計画の意見についてを議題といたします。なお借

受人である農事組合法人　大田営農の役員を 8 番黒沢昌治委員が務めております。従いまして議

事参与の案件となりますので黒沢委員におかれましては退席をお願いいたします。 

　事務局に議案の説明をいたさせます。 
事務局（川上主事）それでは、議案第１３号について説明をいたします。 

本件は、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定により秩父市が農用地利 
用配分計画を定めるにあたり、令和５年３月９日付けで、秩父市長からの依頼により、当委員会の

意見が求められているものです。計画の内容を申し上げます。このたびの配分計画に掲げられて

おります農地は、先の議案第１２号におきまして農用地利用集積計画を決定したもので、埼玉県

が農地中間管理機構に指定しております、公益社団法人　埼玉県農林公社が利用権の設定を受け、

申出がありました担い手に配分する計画です。借受人は、・・・で、配分を受けた後は、麦及び大

豆の栽培を行う計画です。賃借期間については、令和５年６月１日より５年間で、賃料は１０ａあ

たり　〇〇〇円です。なお、それぞれの計画につきましては、埼玉県秩父農林振興センター、秩父

市、埼玉県農林公社と応募しました先ほどの配分を受ける者との調整が整っており、適切である

と判断しております。説明は以上です。 
議長（粂東男会長）　事務局の説明が終わりました。続きまして、担当委員及び担当農地利用最適化 

推進委員の意見を伺います。 

13 番設樂 治男委員 13 番設樂です。議案第 13 号について説明いたします。議案第 12 号に引き続き 

問題は無いと思われますのでご審議よろしくお願いいたします。 

4 区齊藤　稔農地利用最適化推進委員　4区の齊藤です。先程事務局から説明がありました。すでに 

現地は小麦が大田営農によって耕作されているので問題は無いと思います。ご審議よろしくお

願いいたします。 

 

議長（粂東男会長）　ありがとうございました。以上が、担当委員及び担当推進委員の意見でした。

これより、議案に対する質疑に入ります。あわせて、議案に対する意見を伺います。 

　　　　　・・無しの声有り・・ 



議長（粂東男会長）　質疑等なしと認めます。 以上で、質疑を終結いたします。 お諮りいたしま

す。 議案１３号について、農用地利用配分計画に対する意見は無い旨を市長に答申することに

賛成をする諸君の挙手を求めます。 

議長（粂東男会長）　全員が賛成であります。よって、本案は、意見なしとすることに、決しました。 

議案 13 号の審議は終了しました。黒沢委員におかれましては席にお戻り頂くようお願いいたし

ます。 

 

 

議案第 14 号　農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について 

議長（粂東男会長）議案第 14号農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断につい

てを議題といたします。事務局に議案の説明をいたさせます。 
事務局（笠原主査）案第 14号について説明をいたします。 

議案書の最後のページをご覧ください。私からは、番号１について説明いたします。 

　　申請地は、・・・　字・・〇〇番１　　畑〇筆〇〇㎡の土地が農地法第２条第１項に定義する農

地に該当するか否かについて判断をお願いするもので、所有者から非農地判断について申し出が

あったものです。対象地が農地法第 2条第 1項に規定する農地に該当するか否かの判断について

は、農林水産省経営局が平成 21 年 12 月 11 日制定した「農地法の運用について」第４の（４）の

非農地の判断基準に照らし、農地として利用するには一定水準以上の物理的条件整備が必要な土

地であって、農業的利用を図るための条件整備が計画されていない土地であって、その土地が森

林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理的条件整備が著しく困難な場合に農地に該

当しないものと判断するものです。案内図をご覧ください。申出地は、・・・・より西北西〇〇メ

ートル付近にあります。航空写真をご覧ください。南西側は県道に面した、県道より一段高い土

地になります。県道に面している南西側以外は、山林に囲まているような状況です。現況は、緩い

傾斜地で雑木と竹が密集しており、かなりの期間、不耕作の状態であると思われます。なお、本申

出地については、法第 30 条の利用状況調査の結果は令和 2年から黄色判定となっています説明は

以上でございます。 

議長（粂東男会長）　事務局の説明が終わりました。続きまして、担当委員及び担当農地利用最適化 

推進委員の意見を伺います。 

6 番彦久保 利平委員  6 番彦久保です。ただ今事務局より説明のあったとおり、竹藪の状態です。 

現地の状況ですが、非農地の判断をした場合、住宅建築とか利用できるような状態であるか判断 

いたしましたが、この土地の両側は沢となっており、県道から一段高い所です。住宅など建築でき 

る状態ではありません。長年耕作もされておりません。砂防指定地の看板も設置されている状況 

です。赤道もありますが、・・の祀ってある場所へ行くだけのような所です。非農地判断はやむを 

得ないと思われます。推進委員の意見も併せてお聞き下さい。 

5 区新井 明弘農地利用最適化推進委員 5 区の新井です。彦久保委員、事務局説明のとおりです。 

　　ご審議下さいますようお願いいたします。 

5 区高田 忠一農地利用最適化推進委員　先日現地を確認してまいりました。皆さんが説明したとお 

りですのでやむを得ないと思っています。ご審議をよろしくお願いいたします。 



 

議長（粂東男会長）　ありがとうございました。以上が、担当委員及び担当推進委員の意見でした。

これより、議案に対する質疑に入ります。あわせて、議案に対する意見を伺います。 

13 番設樂治夫委員　申請地の周りは山林なのでしょうか。そしてこの周りに太陽光発電、埋め土 

　産廃などの計画は無いのでしょうか。 

事務局（笠原主査）申請地周辺は山林です。左右は沢が流れており砂防指定地の看板が設置されて 

ます。委員のおっしゃるような計画は聞いておりません。 

6 番彦久保 利平委員　設樂委員のおっしゃるような計画は聞いておりませんし、状況から判断して 

そのような計画ができるような場所では無いと思います。周辺はがけ地と山林でして、砂防の堰 

堤も設置されており、何にも出来ないような状況です。 

議長（粂東男会長）他に質疑等ございませんか。質疑無しと認めます。議案第 14 号について農地法

第２条第１項に規定する農地に該当しないものとする判断について、賛成する諸君の挙手を求め

ます。 
議長（粂東男会長）　全員が賛成であります。よって、本案は、申請のとおり該当しないとするこ 

とに決しました。 
 

 

日程第８　　閉議・閉会 

議長（粂東男会長）　以上で、本日の議事は、すべて終了いたしました。 これをもちまして 

秩父市農業委員会　令和５年第３回定例総会を閉会いたします。 


